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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第90期

第１四半期連結
累計期間

第91期
第１四半期連結

累計期間
第90期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （百万円） 28,242 29,946 119,513

経常利益 （百万円） 461 463 1,887

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 310 321 1,371

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 430 135 1,829

純資産額 （百万円） 21,202 22,309 22,387

総資産額 （百万円） 55,219 60,171 61,673

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 29.05 30.12 128.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 38.4 37.1 36.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

①財政状態について

(資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は505億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億80百

万円減少しました。これは主に現金及び預金の減少17億74百万円、売上債権（受取手形及び売掛金、電子記録

債権）の増加７億28百万円によるものであります。固定資産は96億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ

２億20百万円減少しました。これは主に投資有価証券の時価の下落による減少２億68百万円によるものであり

ます。

　この結果、総資産は601億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億２百万円減少しました。

(負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は315億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ23億98百

万円減少しました。これは主に仕入債務（支払手形及び買掛金、電子記録債務）の減少11億99百万円、１年内

返済予定の長期借入金の減少10億円によるものであります。固定負債は63億７百万円となり、前連結会計年度

末に比べ９億73百万円増加しました。これは主に長期借入金の増加10億円によるものであります。

　この結果、負債は378億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億24百万円減少しました。

(純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は223億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ78百万円減

少しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上３億21百万円、配当金の支払２億13百万

円、その他有価証券評価差額金の減少１億90百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は37.1％（前連結会計年度末は36.3％）となりました。
 

②経営成績について

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費については物価上昇による実質所得の伸び悩み

や天候不順の影響などから一進一退の動きが続いていますが、設備投資は高水準の企業収益を背景に堅調に推

移しております。

　当社グループを取り巻く環境においては、わが国の粗鋼生産量が2,657万トンとなり、前年同期比で1.8％増

となりました。また、鋼材市況は前年度より上昇基調を維持して推移しました。

　このような状況下、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は299億46百万円（前年同期比6.0％

増）となりました。また、営業利益は４億７百万円（同0.7％増）、経常利益は４億63百万円（同0.5％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は３億21百万円（同3.7％増）となりました。
 
　当社グループのセグメントの業績については、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項」

のとおり鉄鋼販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,443,000

計 19,443,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,103,500 11,103,500
　名古屋証券取引所

　　 市場第二部

単元株式数

100株

計 11,103,500 11,103,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 11,103,500 － 2,310 － 1,802

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式     413,400

（相互保有株式）

普通株式      29,700

－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式  10,643,000 106,430 同上

単元未満株式 普通株式      17,400 － －

発行済株式総数 11,103,500 － －

総株主の議決権 － 106,430 －

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社カノークス

名古屋市西区那古野

１丁目１番12号
413,400 － 413,400 3.72

（相互保有株式）

石川技研工業株式会社

石川県白山市出合島町

1272番地１
29,700 － 29,700 0.27

計 － 443,100 － 443,100 3.99

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社カノークス(E02561)

四半期報告書

 6/12



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,309,709 6,534,730

受取手形及び売掛金 ※ 24,346,784 ※ 24,942,289

電子記録債権 8,486,416 8,619,558

商品 10,374,716 10,334,399

その他 275,263 81,936

貸倒引当金 △3,284 △3,356

流動資産合計 51,789,604 50,509,557

固定資産   

有形固定資産 3,948,509 3,991,552

無形固定資産 26,872 28,445

投資その他の資産   

投資有価証券 5,658,969 5,390,104

その他 239,123 242,261

貸倒引当金 △16,240 △15,760

投資その他の資産合計 5,881,852 5,616,604

固定資産合計 9,857,234 9,636,602

繰延資産 26,588 24,894

資産合計 61,673,427 60,171,054

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 20,789,523 ※ 19,551,212

電子記録債務 2,990,498 3,029,423

短期借入金 8,300,000 8,300,000

1年内返済予定の長期借入金 1,000,000 －

未払法人税等 369,273 108,166

賞与引当金 201,480 102,865

その他 301,488 462,456

流動負債合計 33,952,263 31,554,124

固定負債   

社債 3,500,000 3,500,000

長期借入金 － 1,000,000

その他 1,833,413 1,807,191

固定負債合計 5,333,413 6,307,191

負債合計 39,285,677 37,861,316

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,310,000 2,310,000

資本剰余金 1,802,656 1,802,656

利益剰余金 15,085,449 15,193,348

自己株式 △246,800 △246,981

株主資本合計 18,951,305 19,059,023

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,777,948 2,587,414

土地再評価差額金 755,161 755,161

退職給付に係る調整累計額 △96,664 △91,861

その他の包括利益累計額合計 3,436,444 3,250,714

純資産合計 22,387,750 22,309,738

負債純資産合計 61,673,427 60,171,054
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 28,242,891 29,946,593

売上原価 26,741,329 28,410,717

売上総利益 1,501,561 1,535,875

販売費及び一般管理費 1,097,268 1,128,670

営業利益 404,293 407,205

営業外収益   

受取利息 212 164

受取配当金 63,986 67,433

仕入割引 7,098 7,166

持分法による投資利益 2,526 2,269

受取賃貸料 11,920 10,223

雑収入 9,527 8,726

営業外収益合計 95,271 95,984

営業外費用   

支払利息 11,202 11,799

売上割引 15,602 14,545

賃貸費用 6,896 5,378

雑損失 4,370 7,847

営業外費用合計 38,071 39,569

経常利益 461,492 463,620

税金等調整前四半期純利益 461,492 463,620

法人税、住民税及び事業税 119,930 101,679

法人税等調整額 31,271 40,240

法人税等合計 151,201 141,919

四半期純利益 310,291 321,700

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 310,291 321,700

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 107,163 △190,514

退職給付に係る調整額 12,161 4,585

持分法適用会社に対する持分相当額 475 △18

その他の包括利益合計 119,801 △185,947

四半期包括利益 430,092 135,752

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 430,092 135,752

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形 1,029,000千円 877,796千円

支払手形 222,728 200,909
 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 35,328千円 35,777千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　配当金支払額

　　（決議）
株式の
種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月19日

取締役会
普通株式 235,187 22 平成29年３月31日 平成29年６月13日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

　配当金支払額

　　（決議）
株式の
種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月22日

取締役会
普通株式 213,801 20 平成30年３月31日 平成30年６月12日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

　当社グループは、鉄鋼販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 29円５銭 30円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
310,291 321,700

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
310,291 321,700

普通株式の期中平均株式数（株） 10,680,033 10,679,744

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年５月22日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 　213,801千円

(２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　20円

(３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成30年６月12日

 
（注）平成30年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

  平成30年８月８日

株式会社カノークス   

　取締役会　御中   
 
 
 

有限責任監査法人トーマツ

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 早 川 英 孝　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後 藤 泰 彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カノー
クスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平
成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カノークス及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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